
総合的な学習の時間の単元開発について 

 

１ 単元開発の際に意識すべきポイント 

 

  ①教科と横断的で，より探究的な学習となる単元となること 

  ②地域へ貢献・参画・協働できる単元となること  ⇒地域理解・社会貢献 

  ③自己を深く見つめることのできる単元となること ⇒自己探究 

  ④本校が設定した資質・能力の育成が図れる単元となること 

  ⑤キャリア教育の充実が図れる単元となること 

  ⑥小中一貫教育１・２・３（福山 100NEN 教育）を踏まえた単元となること 

  ⑦ＥＳＤ２観点（福山 100NEN 教育）を踏まえた単元となること 

  ⑧実行（行動化）できる単元となること 

 

２ 3年間を通した，総合的な学習の時間の単元における全体の構成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 総合的な学習の時間における評価の視点と本校で育成を目指す資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ キャリア教育の視点において身に付けるべき資質・能力 

 

                       「本校で育成を目指す資質・能力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域理解・社会貢献」と「自己探究」の単元の３年間のスパイラルに

より資質・能力を育成する。これらの単元は，個別の単元として捉えて

はおらず，ここにあるすべての単元が一つの単元として捉えられるよう

に各単元をデザインする。 

知識・技能 

思考力・判断力・表現力 

主体的に学ぶ力 

他者とかかわる力 

社会貢献力 

自己形成力 

これまでの様々な，身に付けるべき資質・能力と，本校が育成を目指す資

質・能力との関連を整理するとともに，生徒や教職員が混乱しないよう，

校内のすべての資質・能力をこの６つに絞り，育成・評価を行う。 


